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第 2図 アカマツ林内の湿度自然林〈高さ 10cm)
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〈昼間から夜半にかけて乾燥が目立って'くる(夜間最高98%，昼間最低57%，較差41
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第 4図 平地とアカマツ林の地温〈深さ 5cm)
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夏はあまり差異がみられず林内の方がわずかに高い傾向である. 10月と 2月では明らか
































く. 10月は全般的にわずかに施業区が低い. 2月は施業区が早朝から 10時頃まで高く以
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第 6図 施業区と自然区の湿度の差(高さ 10cm)
(施業区の湿度を自然区の観視IJ値からの偏差で示す〉
い程度で差異はないとみても良い.




















ろう. 2月の低温は冬期で日射も弱くむ 第1表日 射 量 (cal/cmつ
しろ風通しの良いあるいは露出度の大き 平地に対する自然区及び施業区の百分率
い施業区が低温を示すのであろうと考え ~~ 日I8月お日 10月19日 2月お自
られる.因みに，林内高き 5cmの日射 ~; 
量 (caνcm2/day)の平地に対する百分施 業 区|弘2%
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第 B図 アカマツ林内高さ 10cmと高さ 150cmの気温の差
(高さ 10cmの気温を高さ 150cmの観測値からの偏差で示す〕
自然区









2 4 6 8 10 12 14 . 16 18 20 22 24時
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